
《トピックス》 

 報告数は減少しており、すべての区で、警報、注意報レ

ベルを下回りました。 

 市全体で、定点※あたり 10.00 を下回ったのは、昨シー

ズンは第 13 週（2012 年 3 月 26 日～4 月 1 日）でし

たが、今シーズンは第 7 週（2013 年 2 月 11 日～17

日）でした。 

 現時点では、昨シーズンに比べ B 型の流行は小規模です。 
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※定点・・定点とは、定期的にインフルエンザ患者発生状況を報告していただいている医療機関（市内 152 か
所）のことで、そこから報告された患者数の平均値が定点あたりの患者報告数です。 

 
１ 市内流行状況：第 10 週（3 月 4 日～10 日）は定点あたり 4.91 と、さらに減少しました。 

２ 区別流行状況：警報、注意報レベル（警報開始基準値 30.00、注意報開始基準値 10.00）の区はあり

ません。 

 

横浜市インフルエンザ流行情報 10 号  
横浜市健康福祉局健康安全課  ／  横浜市衛生研究所 

鶴見 神奈川 西 中 南 港南 保土ケ谷 旭 磯子 金沢 港北 緑 青葉 都筑 戸塚 栄 泉 瀬谷

2.43 4.78 6.20 1.00 4.50 4.63 3.14 5.60 8.17 5.63 4.77 8.20 3.55 4.00 5.00 7.71 4.43 5.83



【お問い合わせ先】横浜市健康福祉局健康安全課                  TEL 045(671)2463 

横浜市衛生研究所感染症・疫学情報課 TEL 045(754)9815 

 

３ 市内学級閉鎖等状況：

第 10週では、前週よりも

閉鎖のあった施設数は

減少しました。第 10週の

施設種別では、小学校 1

件、幼稚園 1 件でした。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 迅速キット結果：第 10 週では、迅速キット陽性例のうち、A 型 60.3%、B 型 39.4%、A、B 型ともに陽性

0.4%（小数点第 2 位四捨五入）となっています。B 型の割合が多くなってきていますが、昨シーズンと

比べ報告数自体は少なめです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


